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災害社会と農業の課題

20分 20枚
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災害社会の中の地域と農業

中世前半の12世紀から14世紀の２百年間に、38回の飢饉や大火、地震や水害の災
害があり、それが理由で頻繁に改元されたとのことである。社会の脆弱性が現れた
ようだ。５年に一度の割合で大災害に襲われたことになる。

2020年1月～ 新型コロナウィルス感染症の世界的拡大、パンデミック
2019年9月 台風15号、関東上陸過去最強、送電網被害（死者３名、負傷200名）
2018年7月 西日本豪雨。豪雨災害。広島、岡山、愛媛などに（死者は200人以上）
2017年7月5日～6日 九州北部豪雨、福岡・大分、（死者行方不明者42人）
2014年8月20日 豪雨による広島市の土砂災害、（死者74人・家屋の全半壊255軒）
2014年9月27日 御嶽山噴火（死者57人）
2012年 1月30日 豪雪(死者52人)
2011年9月2日～3日 台風12号、西日本各地に大雨（死者・不明者92人）
2011年3月11日 東日本大震災（死者1万5，881人、行方不明者2，668人）
2006年12月 豪雪（死者行方不明者150人以上）
2004年10月23日 新潟県中越地震（死者68人）
1995年1月17日 阪神淡路大震災(死者6433人)
1993年7月12日 北海道南西沖地震・大津波(死者202人)

過去30年、50人以上の犠牲を伴う大災害は１１回、現代もまさに災害社会。

亀山純生(2013)「災害社会・東国農民と親鸞浄土教」（農林統計出版）
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（政府2020.3.26）

まだ、ワクチンがなく、養豚業
に致命的な打撃を与えるア
フリカ豚熱（ぶたねつ）ASFの
日本上陸に危機感をもち、日
本学術会議でも緊急提言を
だして水際作戦を強化してい
ました。
ところが、2020年の冬に日本
に上陸したのは新型コロナウ
イルスCOVID-19でした。

災害社会・アフリカ豚熱・Covid-19
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アジアにおけるＡＳＦ発生状況
（2020.3.8現在、農林水産省資料より）

韓国
初発生 2019.9.17
発生数 339件
豚、いのしし飼養頭数 1.1千万頭

ベトナム
初発生 2019.2.1
発生数 5941件
豚、いのしし飼養頭数 2.8千万頭

ミャンマー
初発生 2019.8.1
発生数 8件
豚、いのしし飼養頭数 1.3千万頭

モンゴル
初発生 2019.1.9
発生数 11件

ラオス
初発生 2019.6.2
発生数 141件

カンボジア
初発生 2019.3.22
発生数 13件

フィリピン
初発生 2019.7.25
発生数 209件
豚、いのしし飼養頭数 1.2千万頭

インドネシア
初発生 2019.9.4
発生数 465件

北朝鮮
初発生 2019.5.23
発生数 1件

香港
初発生 2019.5.2
発生数 3件

東チモール
初発生 2019.9.19
発生数 100件

中国
初発生 2018.8.1 瀋陽（９千頭殺処分）
発生数 168件
最新の発生 湖北省
豚、いのしし飼養頭数 ４億４千万頭

災害社会・アフリカ豚熱・Covid-19
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海外旅行者数

年 来 日 出 国

2003 5百万 13百万
（韓国1.4百万、中国0.4百万，台湾0.7百万）

2010   8.6百万 16百万
(韓国2.4百万、中国1.4百万、台湾1.2百万)

2018 31百万 18百万
(韓国7.5百万、中国8.4百万、台湾4.7百万)

出典：日本政府観光局（JNTO)より作成

災害社会・アフリカ豚熱・Covid-19
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ASF（African Swine Fever: アフリカ豚熱,旧名称：アフリカ豚コレラ）
は、代表的な越境性動物疾病である。

ASFはウイルスによる豚・イノシシの熱性伝染病で、強い伝染性と

高い致死率を特徴とする。従来はアフリカサハラ以南での常在疾
病であったが、2007年にジョージアに侵入し、コーカサス地方なら
びにロシアに拡大した。

その後、世界最大の養豚国であり世界の半数以上豚肉消費国で
ある中国に侵入し、アジアの周辺国へも広がっている。

幸い、我が国への侵入は2020年3月31日現在確認されていない

が、渡航者が不法に持込む豚肉加工品から感染性ウイルスが摘
発されている。

提言「アフリカ豚熱（ASF、旧名称：アフリカ豚コレラ）対策に関する緊急提
言」、令和２年（２０２０年）４月１６日、日本学術会議

災害社会・アフリカ豚熱・Covid-19
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生産地 消費地

食料・食材の供給過不足の原因

調整

バッファ（備蓄）
・農地（成育中）
・保管倉庫
・多用途（飼料用も含む）

供給

変動

バッファ（備蓄）
・保管倉庫
・多用途(輸出も含む)
・加工食品

変動
調整

生産や消費の変動に対する需給危機に備えて、
数ヶ月～１年の食材備蓄が行われている。
備蓄調整機能を超える需給変動が発生すると、
食料危機が発生する。
コロナ禍の場合、物流の停滞が主な原因である。

Covid‐19と食料・農業生産
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ユーラシア経済圏（ロシア・ベルラーシ・カザフスタン・キルギス・アルメニア）
ライ麦、コメ、ソバ、穀物、のひき割り・ミール・ペレット、そば加工品
大豆、ヒマワリ種子、玉ねぎ、ニンニク、カブ 輸出禁止（4/12-6/30）

ウクライナ
輸出枠（小麦）3/30-6/30
輸出禁止（ソバの実） 4/2-7/1

Covid‐19と食料・農業生産

農林水産省 2020.5月

セルビア
ヒマワリ種子・油、砂糖 等
輸出禁止

アルジェリア
食料品
輸出禁止(3/22-)

エジプト
サヤインゲン、グリーンピース
落花生除く豆類
輸出禁止(3/28-3ヶ月)

タイ
鶏卵
輸出禁止(3/26-4/30)

カンボジア
米、魚
輸出禁止

ベトナム
コメ
輸出枠（4/11-4/30）

トルコ
レモン
輸出禁止（-8/31）

北マケドニア
小麦、メスリン、小麦粉
輸出禁止(3/20-4/3)
輸出枠(4/3-4/30)

ロシア
小麦、メスリン、ライ麦、大麦、とうもろこし
輸出枠（4/1-6/30）

カザフスタン
輸出枠 ソバ、白糖、タマネギ、ニンニク、ネギ
小麦、メスリン、ニンジン、カブ、ビート、キャベツ
輸出禁止（4/2-9/1） エルサルバドル

乾燥豆
輸出禁止（3/26-12/31）

ホンジュラス
乾燥豆
輸出禁止（3/31-）

農産物・食品の輸出規制の動き
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農林水産省 2020.5月

世界の穀物（米、トウモロコシ、小麦、大豆）の在庫は十分にある

Covid‐19と食料・農業生産
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Covid‐19と食料・農業生産
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Covid‐19と食料・農業生産

海外頼みがいつまで続くか、不透明感があるが・・・



12

JAcom 農業協同組合新聞 2020.3.18
https://www.jacom.or.jp/nousei/closeup/2020/200318‐40812.php[2020/05/05 19:35:45]

休校による学校給食向け牛乳のキャンセルも拡大。販売減少と在庫増加による需
給緩和と所得減少の懸念も出ている。イベントや卒業式など学校行事の中止や延
期などで農畜産物の業務用需要が減少し、とくに花きの販売額の減少が大きい。
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Covid‐19と食料・農業生産
業務用食材の流通停滞

(¥/1kg)
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新型コロナウイルス感染症の影響で発生する未利用食品の活用促進について
〜新たな販路の確保やフードバンクへの寄附の推進〜

令和2年4月30日
農林水産省

学校の休校・外出自粛・イベント中止・飲食店休止・営業時間短縮等に伴う未利用
食品の発生対策。

※「未利用食品」とは、新型コロナウイルス感染症対策に伴い発生するものを指します。

農林水産省では、これまで、
・食品関連事業者から発生する未利用食品についてのフードバンクへの情報提供
・学校給食の休止に伴い発生した未利用食品の新たな販路の確保に向けたマッチ
ングやフードバンクへの寄附等に対する支援に取り組んできた。

未利用食品の更なる発生の見込、食品として有効活用の取組を広く展開

Covid‐19と食料・農業生産
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Covid‐19と食料・農業生産
畜産業の被害克服に関する農林水産省の指示

＜現場の管理＞
普段からの

準備がないと
突然の危害発生に

対応することは
困難である
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Covid‐19と食料・農業生産
畜産業の被害克服に関する農林水産省の指示

＜日常の準備＞
生産者の作業連携

サプライチェーン
代替え要員
衛生管理
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Covid‐19と食料・農業生産

農業資材の在庫は十分、農家の現場に届いているのか？



アフリカ

急速に大規模化する日本農業（2010）急速に大規模化する日本農業（2010）

同時に解決が迫られる日本農業の課題

 地域の疲弊と野生生物との格闘
 大規模な自然災害の多発と復興
 ローカル市場とグローバル市場の両立
 グローバル標準のリスク管理体制
 全体ビジョンの必要性
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急速に減少する労働力(2015)急速に減少する労働力(2015)

Covid-19後の世界



環境保全と生産性、
経済性と健康生命の
トレードオフ問題を
解決する
精密農業（スマート農業）

18

Covid-19後の世界

正確なデータと情報を用い、
緻密な管理下で
ミクロな作業を実行し
その広域連携により、
マクロな問題を解決する



アクティブラーニングの手法をもちいて、農場管理のリスクを発
見的に探索し、その対策を講じるGLOBALG.A.P.。人権保護や環

境保全は重要な遵守項目になっています。生産者と小売業界が
協力すれば、フードチェーンのリスク管理が可能になりました。

19

Covid-19後の世界



これからの農業は、サイバー空間に蓄積した多くの知識や技
術により理想像を描き、実在空間の農場群を、従来の垣根を
越えて、再生修復するしくみ：サイバー・フィジカル農業

境界の管理

IoT & Edge-Computing

販売戦略資材調達

作物表現型
作物遺伝子型

環境データ

生育データ

病虫害データ

作業データ 植物応答モデル

農作業

市場アクセス

机上の農場群

ほ場地図 実在の農場群

修復モデル理想構築

原価・リスクモデル

人間モデル

ツールボックス

農場モデル

モニター チェック

人間
環境
森林・山間地
自然生態系
野生生物
エネルギー
水資源
気候・気象
都市生態系 変化する境界 20

Covid-19後の世界



農と地域の再設計

おわり

農場と自然

生活と住空間 健康・医療

コミュニティベース精密農業のモデルコミュニティベース精密農業のモデル
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